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Ⅳ 花き生販連携先進事例 

 

１ ＪＡ筑前あさくら鉢物部会（福岡県） 

  

＜生販連携促進交流の概要＞ 

 

（１）交流大会名 

      ＪＡ筑前あさくら第３回産地展示会 

 

（２）大会の目的、実施したタイプ 

当産地は、卸・小売業などの関係者に対する産地の商品情報の提供、消費者に望ま

れる商品づくりを目的にこれまで春の産地展示会を開催してきた。 

今後もこの取組みを組織として定着させ、生産サイド、卸・小売サイドの連携を強

化し、一般消費者のニーズにあった鉢花の生産・販売活動を目指すことにしている。

今年度は、商品アイテムが尐ない秋の展示会を開催し、生産者一人ひとりが一歩前に

踏み出して生産、販売に取組むとともに、「甘木の花」のブランド力をより一層強固な

ものとするため、交流会を開催することとした。 

 

（３）実施時期、場所 

        開催日時    平成２０年１０月２４日（金）１３時から１７時 

        開催場所    福岡県朝倉市小隈２４２ 

                        ＪＡ筑前あさくら鉢花流通センター 

 

（４）大会の趣旨 

当産地は、これまで甘木の花産地展示会として、２００６年３月、２００７年３月

にＪＡ筑前あさくら鉢花部会が主体となって普及センターの指導で実施した経緯があ

る。過去２回の開催時期は、春の商品アイテムを対象に、卸・小売業等の関係者に対

する産地の商品情報の提供、消費者に望まれる商品づくり、「甘木の花のブランド化」

を目的にそれぞれ約１００名、約１４０名の参加を得て実施したところである。鉢花

部会員の中には、技術・経営内容が全国トップレベルの生産者や鉢物用リンドウの育

種家として有名な生産者もいる。しかし、産地全体としては、春の商品が多いので、

今回は、秋の商材を積極的にアピールすることに力点を置いて、会員毎に生産品を展

示して商品情報交換を行った。また、部会には、６つの研究会があって、展示会にお

いては、各研究会の代表がセミナーの講師となって、購入後の管理のポイントを説明

し、販売に当たっての商品知識を伝えることに努めた。 

 

（５）参加人員、構成 

      参加者は、全体で１４６名（予定１３０名程度）であった。参加者の内訳は、市場

関係４５、園芸店・ホームセンター・生花店２７、行政関係１３、その他５、生産者

４７、事務局９（ＪＡ５、普及センター４）である。 

   市場関係は、九州の各市場並びに中国、四国、近畿からの参加があり、部会員との

交流が行われた。また、園芸店・ホームセンター・生花店からは、県内を中心に参加
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され、各ブースでの交流のほかセミナーにおいて、日頃消費者から受ける質問につい

て、説明の仕方について講師に相談していた。 

 

 （６）プログラム 

大会のプログラムは、下記のとおりで、先ず、開会に当たって関係者による開会

行事が行われ、最初に主催者を代表して鉢花部会長が挨拶、続いて農協副組合長、

農水省、日本花普及センター、朝倉地域農業改良普及センター所長からそれぞれ挨

拶が行われた。 

    １３時３０分から交流会が行われ、部会員毎にブースを構え個人毎の生産品を展

示し、品目毎に規格（鉢のサイズ）、入数（１ケースの鉢数）、希望単価を表示して

商談を行っていた。また、事務局では、個人別に顔写真入りで、経営の特徴（得意

の分野、推奨ポイント）、品名（品種名）、規格、入数、希望価格、出荷時期を一覧

表にして冊子にまとめて参加者に配布するとともに、各自の取扱品目を写真入りの

Ｐ０Ｐを作成したり管理の方法についてのチラシを作って配布した。 

 

                 ～    大 会 プ ロ グ ラ ム  ～ 

    １３：００～１３：３０  開会行事 

    １３：３０～１６：００    自由交流 

                            ・鉢花の展示 

                              ・「新品種・新商品等紹介プレゼンテーション」  

                        ・「各ブース毎の商品情報交換会」      

    １５：００～１５：３０  管理セミナー          

    １３：００～１６：００  甘木の花を使った寄せ植えの展示 
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（７）その他 

      当地域は、「博多万能ねぎ」の産地として有名であるほか、近隣には久留米市田主丸

の苗木産地、耳納山麓のカキ産地等があって園芸技術の高いところであるが、花きに

ついては、八女のキク等に比べれば比較的新しい産地といえる。この中にあって、鉢

花のリンドウの育種に見られるように生産者育種に取組んでいる農家もあり、また、

切り花でも電照キク、新テッポウユリ、ダイアンサスを中心に農協共選に取組み研究

会活動も行われている。農協としては、生産量をまとめ品質の良さをＰ・Ｒしていき

たい意向で、平成２０年度の売上目標を６億円としているが、農協組合員であっても

鉢花部会に加入していない農家もあって、今後、これら農家の組織化を進める上でも

交流大会の成果が注目される。 
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（ＪＡ筑前あさくら鉢花部会の産地展示会参加者アンケート結果） 
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＜実施の手順＞ 

 

（１）実施体制 

      実施に当たっては、実行委員会を組織し、事務局はＪＡ筑前あさくらが担当した。 

      実行委員会は、ＪＡ筑前あさくら鉢花部会の各研究会長等１２名で構成して実施体

制を整備するとともに、全体の企画運営や各生産者のＰＯＰ作成等については朝倉地

域農業改良普及センター等の支援を得た。 

なお、当産地は、これまで甘木の花産地展示会として、２００６年３月、２００７

年３月の２回、生産出荷の中心となる春に実施しており、生産者が自ら実施運営に当

たった経験があったので、このたび、新たに秋の花産地展示会に取り組んだ。 

 

（２）スケジュール管理 

実行委員会では、運営委員会（５月下旬）を実行委員会と同じメンバーで立ち上げ、

同時に全体会議を開催し、前年度の実績を参考にして展示会に向けての商品づくりの

検討を開始した。また、鉢花部会の後継者、並びに女性部の意見を取り入れることと

し、両者との意見交換会を開催するとともに、ポスター、チラシ等を作成し、市場関

係者等への交流会の趣旨の説明と参加の依頼を行った。更に、ＰＯＰ作りの講習会を

開いて、手作りで個々の生産者の商品紹介を行うことにした。 

      なお、運営委員会（５月下旬）立ち上げから産地展示会の開催（１０月２４日）ま

でのスケジュールは、別表のとおりである。 

    

（３）開催ＰＲ（参加者募集等） 

    参加者の募集は、ポスター、チラシを作って、７月上旬から市場への呼びかけ、９

月上旬には買参人への呼びかけ、１０月上旬には再度市場への呼びかけ（地元の園芸

専門店等への広報活動）を行った。 

    

（４）企画・立案までの過程 

      企画・立案に当たっては、朝倉地域農業改良普及センター等の指導により実行委員

会（運営委員会）が中心になって実施した。普及センターの担当者は、千葉県等の事

例も参考にしながら、単協の部会開催としての特色を出すよう努力した。特に、交流

会運営には後継者、女性部を参画させ、商品説明も会員が行い、各ブースには個々に

ＰＯＰを作って展示したり、生産者別に顔写真入りの資料を作成し、経営の特色と商

品Ｐ・Ｒ並びに甘木の花を使った寄せ植え作品の展示を行った。 

 

（５）会場運営 

      会場は、農協の選花場を利用した。各会員毎の商品の展示は、壁側に出荷用の台車

を利用しＰ・Ｒしたい商品を各段に陳列し、商品毎の規格、入数、希望単価、出荷数

量を表示し意見交換を行った。     

   また、会場中央部に椅子と机を配置し、そこでも交流できるようにしたほか、一部

を研修会用スペースした。なお、時期的に冷・暖房の必要がなく、道路に面して駐車

場も十分であり、事務室も完備されていた。 
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（６）進行（役割分担） 

    進行は、鉢花部会長の下、普及センター、農協職員の応援を得て行われた。今回で

３回目であり、これまでの経験を生かして手順どおり行われた。 

 

（７）アンケート 

      アンケートは、交流会全体について１０項目（Ａ４・１枚）の設問を行うとともに、

別途、展示ブース毎の感想・意見・要望等を聞き取ることにした。したがって、前者

で会場設営、交流会の内容、開催時期、セミナーのテーマ等についての意見の把握が

でき、後者で個々の生産者の商品等についての意見を把握できるので、今後、産地と

しての取組みの方向が明らかになってこよう。 

  

（８）その他 

      事務局の配慮で、交流会後半に会場周辺の鉢花生産者のほ場を見学した。この中で、

リンドウの鉢花用品種の育成者、並びに花壇苗の大規模生産者のほ場を見ることがで

き、地域のオリジナル品種の育成、ブランド化推進の先導的役割を果たしていること

が見受けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 128 

 

＜実施内容＞ 

 

（１）目的との整合性 

      今回は、新品種、新商品紹介等による販路拡大等の商品情報交換を主として実施さ

れたが、これまでの春とともに秋の商品の紹介等を行った点で、産地としての生産の

幅を広める機会となり、目的に合致したものといえる。 

   新品種についても甘木産のリンドウの品種を紹介する等地域のオリジナル品種を紹

介し、また、個々の生産者も独自の取組みの紹介に努めた。 

   なお、セミナーでは、販売店で消費者から尋ねられる管理のポイントを中心にワン

ポイントレッスンを行った。聞き手は、女性が多かったが、日頃お店で聞かれる病害

虫の駆除、温度管理等についての質問を行っていた。 

  

（２）プログラムの時間配分 

      １３時に開会し、当初３０分は、関係者によるセレモニーを行い、１３時３０分か

ら交流の時間となった。交流の時間は、１６時までで、その間４０分程度栽培管理セ

ミナー（１品目１０分程度）を行った。セミナーでは、予め説明内容を整理した資料

を配付したこと、個々のブースでは、Ｐ・Ｒしたい内容を整理した資料を配付したの

で、参加者に便宜を図り気配りした内容になった。このため、スケジュールどおり進

行し、参加者もそれぞれ満足したものと思われる。 

  

（３）参加者の反応 

      参加者は、市場関係者が多く、どうしても商品アイテムの多く、目新しい品物があ

るところに集まっていた。秋の時期としては、初めての試みであったので、企画・立

案の段階から実行委員会としては、品物が揃うかが心配であったようであるが、２８

名の会員がそれぞれ工夫して展示した。中には、技術的にまだまだ不十分であること

を認めている生産者もあり、これらについては、今後のレベルアップを期待したい。 

   なお、市場関係者が近畿以西の広範囲から参加しており、関係者の甘木の花への期

待が伺える。 

  

（４）出展状況 

      今回の出展品目としては、シクラメン、ガーデンシクラメン、コチョウラン、パン

ジー、スミレ、リンドウ、ハボタン、ヒューケラ等のほか小緑化木も一部見られた。

春に比べれば、品目数が限られるが、当産地育成のリンドウで心美（ここみ）シリー

ズの３～４品種のほか数品種が出展され、地域のオリジナル品種として取組んでいる。 

      なお、出展者は、顔写真入り、花の写真付きで自家の商品をＰＲしたほか、独自の

チラシを作成して配付したが、これらの作成に当たって農業改良普及センターの指導

によるところが大きい。 

 

（５）会場の配置・広さ・導線 

      会場は、選花場の一部で、未利用の部分の境は紅白の幕で仕切りをした。 

出展ブースは、参加者が見て回りやすいように壁側に配置し、広さも十分取られた。
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また、中央部に面談用の場所が設けられ、３回目でもあり、出展者、参加者ともに導

線等で不便を来すことはなかった。 

なお、展示には台車を利用したことも経費の面で工夫しており、会場が別のところ

であれば、会場設営に多額の経費を要するところであろう。 

  

 

＜まとめ＞ 

 

（１）「甘木の花」のブランド化をめざす産地展示会 

   ＪＡ筑前あさくら鉢花部会は、地域農業改良普及センターの指導支援を受けて、

２００６年３月と２００７年３月の２回春に甘木の花産地展示会を開催してきたが、

秋の商品アイテムのＰＲと開発を目的に、今回は、１０月に第３回産地展示会を開催

した。 

   これまでの産地展示会の経験を活かして、会場は農協の選花場と鉢物用台車の活用、 

ＰＯＰ作りの講習会による商品のＰＲ等手作り感覚の産地展示会であるが、参加者の

募集ついては、７月から市場や小売り関係者にポスターやチラシで呼びかけたところ、

近畿以西の広範囲から約１４０名の参加を得て、商品アイテムの尐ない秋としては成

功裏に開催できた。 

 

（２）生産者による新品種や新商品の紹介及び栽培管理のセミナー 

   産地展示会の中央部に商品情報交換の場としてテーブルを配置するとともに、会

場の一角にセミナーコーナーを設けて、生産者が手作りのＰＯＰ等を活用して新品

種や新商品の紹介を行うとともに、店頭での栽培管理のセミナーを開催し、好評で

あった。 

 

（３）今後の産地ブランドの確立と産地規模の拡大 

   今回の産地展示会には、鉢花部会会員３１名のうち、２８名が台車によるブース出

展を行ったが、今後、春と秋の産地展示会を定期的に開催して、「甘木の花」のＰＲ

を行うとともに、鉢花部会に未加入の鉢物生産者等へ組織化が大きな課題である。 

なお、ＪＡ筑前あさくら農協としては、販売目標を６億円としているが、近年の価

格低迷で取り扱い金額しており、参加農家の話では、売上金額が以前の半分程度にな

っているとのことである。 
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（ＪＡ筑前あさくら鉢物部会の第３回産地展示会の紹介写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜産地展示会の会場＞ 
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＜産地展示会場での商品・情報交換＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜組合員の台車のベースにした出展ブース＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ＜新品種・新商品等紹介＞            ＜管理セミナー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜品目・品種、規格等の表示＞         ＜甘木のリンドウのタッグ＞ 


